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近年、歯科業界においても人材不足
が深刻化しています。優秀な人材の採
用と定着は歯科医院経営の大きなカギ
となります。そこで、人材紹介や復職
支援、学生教育の現場に携わっておら
れる小野真由先生と小野雄大先生に、
女性歯科医療従事者の復職、採用、雇
用をテーマにお話を伺いました。

－－Dental Woman & partnerの設
立経緯について教えてください
小野（真）　もともとは名古屋で歯科医
師として勤務していました。結婚を機
に大阪に移ってきたのですが、当時2

人の子供を育てながら復職するのはと
ても大変でした。求人サイトで調べる
と良いことばかりが書いてあって、実
際に医院見学に行っても院内の様子や
スタッフの働きぶりなどが良くわから
ず、不安を覚えました。そこで、私の

ように復職に悩む方々をサポートして
いくことを思い立ちました。一方、主
人の雄大は病院で口腔外科医として勤
務する傍ら、歯科衛生士学校の講師と
して10年以上教壇に立ち、歯科衛生
士を目指す学生や歯科衛生士の現状に
ついて思うところがあったようです。
ちょうど私が3人目の子供を出産し、
落ち着いた頃に、「女性のための人材紹
介と復職支援の会社を立ち上げたいの
で、サポートしてほしい」と言われたこ
とがきっかけで、2024年4月に女性歯
科医療従事者のための復職・転職支援
会社「Dental Woman & partner」を2

人で起業しました。
小野（雄） 歯科衛生士学校の10数年
前の教え子のうち、すでに半数近くは
歯科衛生士として働いていません。そ
れにはいろんな理由があると思います
が、学校では国家試験向けの教育が最
優先になりますから、就職後のサポー
トまで対応が難しいのが現実でしょ
う。そこで、歯科医院に勤務した後に
彼女たちを支援できる何らかの受け皿
があれば、現状を少しでも変えること
ができるのでは、という思いを常に持っ
ていました。

－－歯科衛生士の人材不足の理由につ
いてお聞かせください
小野（真） 少子化による労働人口の減
少と、歯科衛生士学校の卒業生数が需

要に追いついていないことが大きな原
因だと感じています。また、歯科衛生
士は現在約99%が女性です。結婚や
出産を機に離職する方が多く、その後
復職した場合でも別の職種を選ぶ方が
多い印象です。その理由として、特に
パート勤務だと時給換算になりますか
ら、日中は長く働いて夕方の早い時間
に帰りたいんです。しかし、そうした
要望に沿う歯科医院は少なく、その結
果、別の職種を選んでしまう傾向があ
ると思います。求職者の方に勤務先に
求める条件を挙げてもらうと、最初に
出てくるのは勤務時間に関する要望で
す。特に、子育て中の方は早く退勤で
きることが第一条件で、18時診療終
了、18時半に退勤できる歯科医院の人
気が高いですね。

－－勤務時間以外の点ではいかがで
しょうか
小野（真）　教育体制の整備が不十分と
感じる歯科医院が多い印象です。1つ
の医院で学べることは限られていると
思います。近年、将来に備えてスキル
アップを求める歯科衛生士は増えてい
ます。新たな知識や技術を得るために
院内セミナーを定期的に開催している
医院や、院外セミナーの受講費用を負
担してくれる歯科医院は人気がありま
す。また、求職者の方は給与面や福利
厚生だけではなく、院内の雰囲気や働
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きやすさ、今後自分が成長できる環境
かどうかを注視しています。そういう
意味では、歯科衛生士が歯科医院を選
ぶ時代に変わってきたと感じます。

－－選ばれる歯科医院になるために必
要な要素とは何でしょう
小野（真） まずは医院の方針や理念を
明確に求職者に伝えることです。私が
院長先生や求職者の方に必ずお伝えす
るのは、「お互いの考えが合わなけれ
ば、長く勤めることは難しい」というこ
とです。そこで、求職者の方には、面
接の際に院長先生の理念をお聞きして、
その考えに賛同できるかどうかを十分
検討するように、とお伝えしています。
また、院内を見学される際には、自
分や家族が受診したいと思える医院か
どうかを確認するために、感染対策や
消毒・滅菌設備などを見極める目を持
つように、ということもお話ししてい
ます。一方、院長先生には上記に加え
て、教育制度や評価システムについて
もできるだけ詳しく説明いただくこと
をお願いしています。評価方法が不透
明だと、不公平感や努力が報われない
と感じて、せっかく採用してもすぐに
離職してしまう傾向があります。

－－採用で失敗しないためのポイント
を教えてください
小野（雄） まずは採用基準を明確にし
て、医院の理念や方針に合った人材を
選ぶことです。さらに、医院見学や面
接を丁寧に行うこと。求職者の価値観
や人柄を把握することでミスマッチを

減らすことができます。また、先述し
たようにSNSや求人サイトなどによる
情報発信を積極的に行って、医院の魅
力や院内の雰囲気をアピールすること
がポイントです。さらに、特にお伝え
しておきたいのは、「人材に困っている
時は、あえて人探しをしない」というこ
とです。人材に困っていると、焦りか
ら見る目も曇ってしまい、ミスマッチ
が起きやすくなってしまいます。
小野（真）　確かに人材に困っておられ
ない院長先生は、焦らずに長い目で良
い人材をずっと探しておられるイメー
ジです。「今すぐは困っていないけれ
ど、良い人がいたら紹介してください
ね」と言われる方も多いですね。

－－近年の求職者の傾向について感じ
るところをお聞かせください
小野（雄）　若い求職者の場合は、ネイ
ルや髪型などの自由度の高さや、勤務
時間を重視する傾向があります。給与
面や安定性だけではなく、「自分らし
く働ける場所」を求めていると感じま
す。もちろん職場の人間関係や自己成
長の機会も重視しています。価値観や
ライフスタイルに対する考え方が、私
たちの世代とは変わってきていると感
じますね。
小野（真）　人によって違いはあります
が、モチベーションが高い方の場合は
スキルアップのために、教育体制を重
視する方が多い印象です。事前にヒア
リングした際に、「認定歯科衛生士を
取得するためのサポートはあります
か」とか「歯周治療に注力されている歯

科医院を紹介してください」など、得
意分野に磨きをかけていこうとされる
歯科衛生士が増えていると感じます。

－－最後に今後の展望についてお聞か
せください
小野（雄）　私たちはこの会社を通じ
て、女性歯科医療従事者の新たな雇用
創出や復職をサポートしていきたいと
考えています。現場では人手不足なの
に、歯科医師でありながら歯科に携
わっていない方が私の周囲にもたくさ
んいます。こんな残念なことはありま
せん。今後はそうした眠った人材を発
掘し、復職していく取り組みに引き続
き注力していきたいと考えています。
小野（真）　復職を希望する方をサポー
トする取り組みを続けることが、歯科
業界への貢献にも繋がります。患者さ
んの口腔の健康維持に寄与できるよう
な歯科衛生士が少しでも増えることを
願って、今後も新たな企画を展開して
いきたいですね。

Dental Woman & partner主催のセミナーの
様子

人材紹介で得た収益は、無料復職セミナー等を
開催することで、求職者に還元している。

高い技術を持つ歯科衛生士による、顎模型を
使ったSRP実習の様子
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